[bookmark: _GoBack]平成２８年度は、すばるHSC探査の初期観測で得られた広帯域および狭帯域撮像データに基づいてz=4-7における44万個のライマンブレーク銀河およびz=6-7における２千個のライマンα輝線天体を検出した。これからUV光度関数およびLyα光度関数を求め、宇宙再電離源と再電離史に関する研究を進めている。本年度は１２月の時点で１４編の論文を査読誌に出版もしくは投稿した。
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